
新潟市 家庭教育⽀援プログラム 展開例 
 

【プログラム名】 

◎ 子どものやる気をサポート 
〜小さな頑張りを見つけて伸ばす〜 

 家庭教育⽀援ガイドブック「子どものやる気をサポート」 
 

１ プログラムの準備等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇実施時期：いつでも 

○実施時間：約５０分間（説明５分、プログラム４５分） 

〇対象：児童期（小学校低学年～高学年）の子どもの保護者 

〇準備物、配布物 

【配布物】※ファシリテーターの指示で配布 

  ・家庭教育支援ガイドブック「子どものやる気をサポート」 

  ・家庭教育支援プログラムワークシート 

  

 

 

 【備品】 

  ・ホワイトボード、マーカー 

 

 

〇その他（座席など） 

  ・特に指定なし 

   

 

Ｄ 



２ 展開（15:00〜15:50 に実施の場合） 
時間 プログラムの内容 ポイント 等 

15:00〜 
（５分） 

 
 
 
 
15:05〜 

（５分） 
 
 
 
 
 
15:10〜 

(10 分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
15:20〜 

(15 分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○開会 
・ファシリテーターあいさつ、自己紹介 
・今⽇の講座の趣旨と流れの説明 
・グランドルール［守秘、参加、尊重、時間厳守］

の確認、写真撮影の了解など 
 
○アイスブレイク 
【参加者同士で自己紹介】 
（やり方） 
・３人一組で、順番に自己紹介をする。1 人１分✕３

人（内容）自身の名前 ／子どもの紹介／「お子さ
んの良いところを３つあげてください。」 

 
○グループワーク「子どもの⼩さな頑張りを⾒ 
 つける」 
【Work①「子どもが頑張っているところを 3 つ挙げ
てください。」】 
 
（やり方） 
① 個人でワークシートに記入。５分 
② ３人一組でグループ内発表。５分 
 
 
○グループワーク「親が子どものやる気をサポート

することについて考える。」 
【Work②「保護者がどんな声がけをすると子ども自
身がまた頑張ろう、または、もっと頑張ろうという
気持ちになりますか︖」】 
（やり方） 
① 個人で考え、ワークシートに記入 ３分 
② グループ内で共有 5 分 
③ 発表、全体共有  5 分 
 
家庭教育⽀援ガイドブックのシート配布 
枠外の下部を黙読 ２分  
 

・ファシリテーター2 名（進⾏役と
板書／配布係） 

・テーマ︓子どもの⼩さな頑張りに
気づき、伸ばす。 

 
 
・場づくり/参加者の状況等を把握

する。 
・近くで３人グループになる。 
 
 
 
 
・子どもの良いところに注⽬。 
・「朝 1 人で起きる」など当たり前

のこと些細なことも OK。 
・A４のワークシートを配布する。 
 
 
 
 
 
 
「子どものやる気を考える」 
・どのような声かけをすると子どものや

る気がアップするのか考える。 
・「子どものやる気をサポートする」と

は何かを考える。 
・考えるヒント︓保護者が「よし、がん

ばろう」と思うときはどんなときでし
ょう︖  

 
 
・家庭教育⽀援プログラムワークシート

配布 
 



15:35〜 
(12 分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
15:47〜 

(3 分） 
 
 
15:50 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○グループワーク「子どものやる気をサポート
する、声のかけ方を考える」 

【Work③「家に帰って子どもが頑張っていることに
対してどのように声をかけますか︖」】 

 
（やり方） 
① 個人作業ワークシートシートに記入 5 分 
② 時間があればグループ内で共有 5 分 
〜2 分は時間調整⽤〜 
 
 
○まとめ「子どもの⼩さな頑張りに気づく」「子

どものやる気のサポート」について考えた。 
 
 
〇閉会 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・では、どうすればいいのかを考える。 
 
 
 
 
・子ども自身が考えるとより良い方向に

いく。 
・やる気をサポートするためにはいろん

な伝え方があることに気づく。 
 
・親が子どもの⼩さな頑張りに気づく。 
・親が家に帰って、子どもに声をかけよ

うと思い始めている。 
 
 
 
 
 

 



 
◎子どものやる気をサポート 
〜ちいさな頑張りをみつけて伸ばす〜 
 

家庭教育⽀援ガイドブック「子どものやる気をサポート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Work① 
「子どもが頑張っているところ」を３つ書いてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Work② 

保護者がどんな声かけをすると、子ども自身が「また頑張ろう」または「もっと頑張ろう」
という気持ちになりますか︖ 

 

新潟市家庭教育支援プログラムシート 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Work③ 
家に帰って子どもが頑張っていることに対して、どのように声をかけますか︖ 
 
  




